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冷却排水地下還流に関する調査報告（高橋　稠）
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東邦レーヨンK。K．構内における圧入井と揚水井との関係を示す地下地質模式断面図

の

ill

」
50・　（フ

向などを考えあわせて，また注入用水源からの配管操作

の制約もあるので，この点などを考慮して，つとめて水源

の確保が容易な地点に位置を選定した。なお掘さく井は

セメシトグラウティング工事を施行して犀入井に仕上げ

た。圧入井の掘さくは浅野さく井工業K・Kに委託させジ

35年9月2目に竣工した。井戸の構造は深度が46m，掘

孔径は18吋，ケーシン／グ孔径は14吋である。掘さく結

果による地層図は深度30～46mまでが砂櫟層となつてお

り，電気検層の結果（第3図参照）によりストレーナを

決定した。1なおケーシングは肉厚が8m／mの14吋鋼管

を用い，ストレーナの構造ほまど明型とし，管周に対し

て16等分に配列されるように開孔し，’長さ16mにわたつ

て装管した。ケーシング挿入完了後は約150時間にわた

つて揚水を行ない，井戸孔内の洗浄を実施した。なおこ

れは揚永をく，りかえすことによつて地下水を孔内に流動

させ，目ずまり障害をとりのぞき，圧入の効果を最初か

ら高めようとしたためとくに念を入れたのである・圧入

専用井の構造図は第5図に示されるようなものであるが，

掘さく工事の経過は第1表に示すとおりである。

3．圧入井試験

　圧入井の掘さく工事が完了し，9月19日からいよいよ

最初の注入試験を行なつた。なお都合により試験のため

・の注入水は東邦レーヨン：K。K・が今切川から取り入れて，

現在工業用に使用している表流水の一部を使用させても

らつた。最初はまだ流量計の装置が取付けられておらな

かつたので，正確な数宇を計測するまでには至らなかつ

た。このためやむを得ず送水ポンプの圧力ゲージによつ

て注入水量を推定した。10月1目～3目にわたつて写真に

見られるような積算式の流量計を取付けることができ，

この結果積算流量と瞬間指示量とが正確に記録されるこ

乏ができるようになつた。流量計の取付後は時問あたり

20～25鉛3の割合で注入のかたちをとつて昼夜にわたり

圧入試験を継続した。しかし間もなく地上への漏水現象

が発生し，このままでは注入試験を継続することが困難

となつた。すなわち次第に井戸側管の外をかためている

・セメント部外周に沿つて水の噴き出しが増加し，地上へ

の湧水量が増大するばかりなので，一時圧入を中止しな

ければならなくなつた。こうした地上への湧水は井戸仕

ク3一（167）
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第1表　東邦レーヨンK．K。における昭和35年度圧入井きく井工事ならびに圧入試験の経過について

期’ 間

昭和35年6月11日

　〃　6月12日～21日

〃

！
“

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

7月5日～23日
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圧入井きく井の請負は，入札により浅野さく井工業KKに決定

掘きく地点付近の予察調査を実施

東邦レーヨンK．K徳島工場内今切川畔のさく井地点再榛討

圧入井の掘きく工事

圧入井の仕上げ（セメンティング工事施工）

井戸洗浄のため揚水作業，ならびに送水パイプの配管工事

工事竣工検査

注入試験実施（第1次）

積算式流量計の取付（注入一時休止）

注入試験継続

地上漏水のため浅野きく井工業K，K．の手によつてセメンティングの補強工事

セメント硬化の養生期間

第2次圧入試験の継続
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第5図

O覧小　　砂

　　イ東邦レーヨンK．K，構内の圧入井施工図

図版1　　注入水圧入ポンプ（工場側から借用）

図版2　　注入水量計測用ルーッ流量計

上げの不完全なことに原因があると考えられ，再度のセ

メンチング工事が必要となつた。このような地上への噴

き出し現象は当然起るべき障害として予想していたので．

さらにセメントグラウティングをやりなおし，補強工

事を実施することにした．このようにして圧入井として

の構造を強化することによつて，さらに充分な圧入操作

が期待できるものと判断し，ふたたび浅野さく井工業K・

K．にセメンチン！グの補強工事を行なわさせた。まず地表

から割合に浅いところでは軟弱な砂層からなつているの

で，この部分における地上噴き出しをおさえることが必
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がわずかではあ恐が一！麟、獅　藩唱1．だして鳶たとい忌と

は，鉛後におけるご．の試縦携至．を墨．，たせミ5ので』続

鐸．　羅入弾率糞式験1叢ひ秘ゾ《の断見

　こ）f，農験に疲用蒸れた騰入井の静水位は約焦50珂／．乏）（｝

撒で凝），地下水の圧癖／llは非常に高い欝ご、の、uぱ被

騰葉∀疇，1い地一i・水弼謡こ，壌，加覇入を行なう訟撫が

必騨になるオ1で轟）るが，1醐寺賊． ヒヘの漏水とい舜鑑

翻携響れ雛Dで，側噴きが．．妻瓢ない、めにグ麹憾臨

｛ンング／認即て騰入井に重、勤露げ瓦とが必累峯ξゴ1簸尊肇

ま庭三入齢よン．る一定の圧力隈．ll噛でもち燃たえ蓼）れ

るだけ（際洪ノ蝦1．、ヒげの施工がぜひ必嚢黛なる壽卸償’）鑑

今ilのように’、辱齢に地下漢いと鉱ろの地ξが軟弱で1艶）る
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　翫舞藍灘年度，圧入麟冷簸方燈灘、亙の三‘瓢ろ観観雛井を

設ナ，叢水、1、係数，薦溜係数を測．鷲し，濡入憩鷺水量

出を中心とす灘）やや匪難礎的獄糊醗を行ノハ，燃れ墨の結

　と麟叢お1蛇圧入試験結果を糖／）せでかん1い凝）

肉，ミ．窪1譲入薯を遮力i！編きくす窺＝どぴ1嚇1化策を凛穿

ながら，　試勝ミを藩欝続・す凝》 齢定でい蒸、，

　簿iの醸｛．肢を行なうに｝〉たi．）種々妻、編二，・に御協プ麟 麹ゾζ

い煮凍邦竃一嘆ンK．K．本社二ならびに／、慈、1，紅詠麟，餐、i，・
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